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全.胃λ ドーイツ・マックスブランク研究所の SaydaM. 
Elbashirらの報告(Nature(2001) vol.411 Page 494"-' 
498)と米国 NIHのNatashaJ. Caplenらの報告(PNAS
(2001) vol. 98 no. 17 Page 9742"-'9747)によると、む
ヌクレオチド程度の短い 2重鎖 RNAを用いると、ほ乳
類虫捧乏なf音養.銅胞1:J3J::-l6Lを起二主主二とが_:Þ;_Q~~た9__
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研究概要 デー タベー ス データ解析手法 進研
DNA塩基配列、遺伝子多型、 ホモロジー (相同性)検索、 行究


















スである GenBank(米)、EMBL(欧)、 DDB](日本 DNA






年り;ぢ三空量(J)増加ーは著ー しえ、 2001年 1月には約 111
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(DDBJのデータをもとに科学技術動向研究センター で作成)
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図表 4データベースの例
デー タベー スの データベース名称 データベースの主な内容 データベース名称
主な内容 (運用国) (運用国)
GenBank(米)、 SWISS-PROT 








































例えば米国では、 INCOGENや Oracleなど 40以
上のバイオ企業および情報系企業等から成る















































タンパク質ファミリー 分類 Tera 
系統発生図 10 Tera 
シー クェンスアセンブリ 102 Tera 
シークエンス比較 >102 Tera 
遺伝子モデリング 105 Tera 
(米国 DOE の科学シミュレーションイニシアチブ





























































































































L 国立バイオテクノロジー 情報センター (NCBI)
仁国立パ仰デイカルイメ-~/Jf バイオむ幻M研究所(NIBIB)
国立一般医学研究所(NIGMS)



















































































































































































































































































































































f三 0)警7::.:促進\;~J有一吐た一「ー 新たな~m場一拡;t_措置J とL
-:L_RP.~昔~皮(r_~~~~史的!~__p_<?rUo_l_i~_~一切.nd何d: 証書き-用一
日立再一生;可能主そち吃子-0)導ーλ基一準市i!l_度)ーりー具体的















































































































































































バイオマ 風力 地熱 太陽 水力 計
ス(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
19.0 0.0 0.0 3.4 22.3 
14.5 0.0 0.0 12.3 26.8 
10.9 0.0 0.0 0.4 12.3 23.2 
7.8 1.4 0.0 0.0 0.0 9.3 
4.5 0.0 0.0 0.0 2.5 7.0 
3.9 0.0 1.6 0.0 2.2 7.8 
3.3 0.2 0.0 0.0 1.7 5.2 
2.0 0.1 0.0 0.0 2.0 
1.9 0.1 0.0 0.0 0.5 2.6 
0.9 0.0 0.0 0.0 0.2 1.1 
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等が減少する。その反面、バイオデ、イーゼルコストの 3.7バイオエネルギーの資源ポテンシャル評価
約 3/4は植物油の生成コストで、あり、デ、ィー ゼ、ル油に















































るバイオマス資源の年開発生量は約 1億 3，000万 t
程度、さらに未利用・廃資源に由来するバイオマス資
















































































発 林地残材 10 10 
生 製材工場等廃 15 13 
量 材
建設発生木材 16 32 
計 41 55 
手Ij エネルギ一利用 7 20 
用 原料その他 13 24 
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(1)コンビュータによる金属系材料の理論的性能設計が可能とな 55 2016 る。
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